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第１回ワーキンググループ後の経過報告 

 

Ⅰ 第１回作業チーム 

１． 日時   平成２８年９月１４日（水） 

２． 場所   経済産業省別館会議室 

３． 参加者  全員出席（作業チーム１２人） 

４． 議事概要 ・高齢者の保健事業のあり方に関する検討について 

・モデル事業ヒアリングについて 

・その他 

 

Ⅱ モデル事業実施自治体ヒアリング（意見交換会） 

１． 日時   平成２８年１１月２日（水） 

２． 場所   ＡＰ浜松町 

３． 参加者  モデル事業実施広域連合担当者：１５名（１１広域連合） 

モデル事業実施市町村担当者：２２名（１２市町） 

講師・アドバイザー：津下座長、鈴木構成員 

グループワークファシリテーター：石崎構成員他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 開催の概要     

・モデル事業の内容等について、ヒアリングシートにより進捗状況把握。 

・モデル事業の効果的な実施に向け、講義や先行事例の発表、グループワ

ークによる情報交換や構成員等からの助言などを実施。 

※ 別紙＜日程表＞、資料３参照 

  

高齢者の保健事業のあり方検討ワーキンググループ（第 2 回） 

平成 28 年 12 月 21 日（水） 資料１ 

ヒアリング（意見交換会）参加状況 

  実施事業数 
参加事業数 

（市町村・広域連合数） 
参加者数※ グループ 

栄養指導 10 8 
13 A・B 

重症化予防 11 4 
口腔指導 10 7 

10 C・D 
訪問歯科健診 37 18 
服薬指導 6 3 4 E 
包括的アセスメント 3 2 

10 F・G 複合的取組 5 4 
研修 3 3 

計 85 49 37 ７グループ 
※複数事業を実施する市町村があり、参加事業数の計が参加者数にはならない。 
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別紙＜日程表＞ 

 

H28 年 11 月 2 日 モデル事業実施自治体ヒアリング（意見交換会） 

10:00 開会・オリエンテーション（高齢者医療課） 

挨拶  

10:15～11:15 

 

講義：モデル事業の進め方・ガイドラインのポイント 

 講師 あいち健康の森健康科学総合センターセンター長 津下 一代 氏 

 

11:15～12:00 

 

講義：後期高齢者の健康 － フレイル対策を中心として ― 

 講師  桜美林大学老年学総合研究所所長     鈴木 隆雄 氏 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:20 

  

先行的事業の紹介（発表 10 分･質疑 5 分、まとめ 20 分） 

 「先行的な取組により見えてきたこと」 

 栄養指導・重症化予防の取組 

  神奈川県大和市健康づくり推進課係長 田中 和美 氏 

 口腔指導・訪問歯科健診の取組 

長野県塩尻市健康づくり課保健予防係歯科衛生士 麻田 加代子氏 

 服薬指導の取組 

 長崎県後期高齢者医療広域連合事業課主事 宮﨑 貴哉 氏 

 複合的な取組 

大阪府大阪狭山市保健福祉部健康推進グループ参事 池守 亜弓 氏 

 進行   （高齢者医療課） 
 アドバイザー 

あいち健康の森健康科学総合センター長 津下 一代 氏 

14:20～14:30 休憩（10 分） 

14:30～14:40 モデル事業のデータ提出等について（高齢者医療課）（10 分） 

14:40～14:45 グループ・ワーク 

 「モデル事業の効果的な進め方」 

進行   （高齢者医療課） 
コーディネーター 

あいち健康の森健康科学総合センター長 津下 一代 氏 

14:45～16:15 グループに分かれて討議（１テーマ 20 分目安、適宜休憩 10 分） 

テーマ１：実施計画・取組状況 

テーマ２：事業評価に向けた準備 

テーマ３：モデル事業の実施体制づくり 

テーマ４：医師会等関係者との調整 

16:15～16:50 グループ・ワークの発表（5 分×７グループ） 

16:50～17:00 講評・まとめ（10 分） 

17:00 終了 

 

 


